


























































































































































































purely ideal of the arts”であるように、“・・・・・・themore purely ideal a 
work of art is, the less it resembles nature.”であるという。
これに対して、 1886年1月7日の誌上で、 Coxなる人物は以下のような論を
展開している。
The discussion on realism and idealism in the columns of the Nation 
has been a very interesting one. 
と論の冒頭で述べて以下のようにStillmanの論を評価する。
Mr Stillman's clear definition of realism and idealism respectively as 
work done from nature and work done from an inner conception, is of 
great service. 
彼の論は、以下のように続けられる。
The art of painting has two distinct sides: .., a purely ideal side, 
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corresponding to music, and a realistic or imitative side，…. <abbr.) .. , a 
work of pure realism would be the literal imitation as closely as possible 
of natural objectives, without any choice, arrangement, or composition. 
This we should recognize as painting, but it could not be called art. 
すなわち彼は、 Stillmanが音楽から芸術を考えているのに対して、絵画から
それを考えようとしている。絵画には二つの側面があり、その一つは音楽に通
ずる ＜apurely ideal side）と、いま一つは ＜apurely realistic or imitative 
side）であり、 ＜awork of pure realism）は、＜theliteral imitation）の調であ
るが、このようなものを ＜art）とは言わないと主張する。そしてさらに次の
ように彼の論は続けられる。
The instant the painter selects forms, ballances collors, composes 
lines, he introduces a larger or smaller portion of idealism into his work, 
and becomes, in so far, an artist. 
画家が“form”を選択したりするときに、＂ idealism”を作品に注入してい
るとし、以下のように結論づける。
The instant the artist introduces into his harmony of colors and lines 
the faintest reminiscence of any natural object whatever, he has put a 
















































































































Any of several philosophical theories that there is no reality, no world 
of objects or“thing-in-itself”apart from a reacting mind or 
consciousness; that only the mental is knowable. 
“BRITANIKA WORLD LANGUAGE DICTIONARY” 
しかしまた以下のような語意があることも事実である。
In literatute, the development of subject matter following an 
imaginative or preconceived idea of perfection instead of adhering 
strictly to facts; opposed to realism. 
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In art, the endeavor to attain perfection by improving and uniting in 
one form al the best qualities to be found in di百erentindividual forms. 
Idealism creates in conformity with a preconceived ideal; realism 

















































































































うか。ここに述べられている 〈声〉 とは、 言うまでもなく仏陀や菩薩の妙なる
声であるが、露伴はこれを文学作品の創作原理に置き換えているふしがある。
















































































































We al acknowledge that the office of historian is not precisely that of 
the novelist. and that there is a sphere in which the latter may convey 
instruction of a value equal to that conveyed by the former. The 
historian does not and cannot descend into domestic life. Nations in 
their national capacity and in their doings are his theme; with battles. 
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sieges. treaties. senates. cities. he deals. He may oaint manners; but 
only in the mass. He may give details of private life; but only to exhibit 
the hidden strings which guide the men who guide nations. But 
domestic life has also its instructive lessons. 
(Peter Bayne“Essays in Biography and Criticism”New York: John 
W. Lovell. Publisher. 1881 p.369) 
しかしながら、文壇に出たての頃に、すでに小説を書くことに絶望している
かのような心情が吐露されているのはどうしたことだろう。
『露団々 jはすでに述べたように、時流に順応させようとして書かれた作品
である。露伴が入手していた西欧の最新の情報を初期の作品のいくつかに注入
したり、また一方では江戸戯作の趣向を取り入れるなど、さまざまに工夫を凝
らした。しかし露伴にとって『露団々Jという処女作は納得の行かないもので
あった。「アイデヤルjもどうにか作品に盛り込んだし、「憶、人の世は誠こそ
尊けれ」と書くこともした。しかし、次の作品『雪紛々jでは途中で筆を折ら
ざるを得なかった。それからやや持ち直して、『風流仏J（明治22年9月）や
『五重塔j（明治24年11月一25年3月）を書いて、その思うところを表現した。
しかし、明治28年（1895)12月に『風流微塵蔵jの第1冊を刊行し、明治29年
(1896) 8月に第4冊を出して筆を折った。明治30年代になると作風は変わっ
て行くが、それを く写実の風〉（柳田泉『幸田露伴j) と見る向きもあるが、こ
れについて論じることは別の機会に譲りたい。露伴は明治36年9月から37年2
月までに書き続けた『天うつ浪jを、これもまた中断している。そして37年11
月から続筆して38年5月まで書き続けられたが、 5月31日に再び中絶して、そ
のままで終わってしまった。
まったく特異な作家ではある。
この特異な作家がこうも読まれない理由はいくつもある。難解な言葉を挙げ
ることもできる。リアリズムを重視する明治30年代からの自然主義文学が、文
学の主流になっていった流れの外に弾き出されたことを挙げることもできるだ
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ろう。またその分かりにくい文体を挙げることも可能かもしれない。しかし主
たる理由を強いて挙げるとすれば、露伴文学の全体像とその豊鏡な中味が媛小
化されたままで露伴文学そのものが未だ解読されないままの放置されていると
いうことが挙げられるだろう。
この論はその端緒にでもなればという願いで展開された。論者は露伴文学解
読のためのモニター・サイエンスとして、ことばを中心に据えて論じてきた。
それはたった一語〈アイデヤル〉であった。露伴文学はこのように、彼の時代
の言語を重視して行われるべきだと信じているからである。なぜなら、ことば
はことばのない所から現れるという現代言語学の真実を、かなり尖鋭的に理解
していたのは幸田露伴その人に他ならなかったからである。
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